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第18回アジア競技大会
女子マスターズ部門　金メダル獲得！

左から、片山誠一岡山県環境文化部長、井尻昭夫学長、伊原木隆太岡山県知事、石本美来選手、牧哲也監督、三浦一男事務局長

　2018年8月22日～27日に、インドネシア・パレンバンで開催された、第18回アジア競技大会のボウリング競技で女子マス
ターズ戦に出場した石本美来選手（経営学部・4年）が決勝での接戦を制し、金メダルを獲得しました。マスターズでの優勝は
日本女子として初の快挙です。
　がい旋帰国の翌日30日には、井尻学長等と岡山県庁の伊原木隆太知事を表敬訪問しました。井尻学長は伊原木知事に
「金メダルというニュースをお伝えできて良かった。」と挨拶され、7月の豪雨災害で自宅も被災したという石本選手は、「豪雨災
害で被災された皆様に勇気を届けられたらうれしい。これからも自分らしくボウリングを楽しんでいくので応援をお願いします。」と
挨拶しました。伊原木知事からは「金メダルおめでとうございます。久しぶりに良いニュースを聞くことが出来ました。ボウリングは
身近なスポーツであり、県民も（健康の為）身体を動かすなど盛り上がって欲しい。」とのご挨拶をいただきました。
　石本選手は、「来年に開催される世界選手権で結果を出すため、一層楽しんでボウリングに取り組みたい。」と抱負を述べ
ました。

ボウリング部　石本美来（経営学部・４年）

＜商大トピック＞
　●射撃部・和田選手、岡山県「オリンピアン」強化指定　●真鍋島でフィールドスタディ
　●スペイン柔道男子ナショナルチームが本学で強化合宿　●プロ卓球チーム「岡山リベッツ」と包括協定　
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時の練習は岡山県御津ライフル射撃場で練習を行ってい
ましたが、2017年6月に学内にエアライフル射撃場が完
成後は学内射撃場で練習をしています。
　競技種目としては、10mエアライフル種目、10mエア
ピストル種目、10mビームピストル種目、50mスモール
ボアライフル種目があります。
　それぞれの種目には10点圏というものがあり、10mエ
アライフルでは10点圏が0.5ミリ、10mピストル種目と
50mスモールボアライフルの種目では10点圏が約1セ
ンチとなります。
　選手たちは決められた時間の中でその10点圏を狙っ
て競技をしています。
　最近の成績としては、ライフル勢は、関西新人戦優勝、
文部科学大臣賞争奪全日本学生スポーツ射撃大会6位入
賞、ピストル勢は、西日本大会優勝、全国学生・生徒エアピ
ストル　射撃競技大会準優勝といった成績を残していま
す。
　現在の部員数は新入生を加え12名となり、この度岡山
県オリンピック強化選手として、和田光輔（法2年）が選ば
れました。身近な部員がオリンピックの強化選手に選ばれ
るということは、とても光栄ですし、他の部員にもいい影
響になると思います。
　他にもエアピストルMIXマッチでジュニア日本記録を
持っている石川海渡（法2年）もおり、オリンピアンを目指
している部員もたくさんいます。
　我が射撃部から一人でも多くのオリンピアンが誕生す
るよう、これからも日々の練習を頑張っていきたいと思い
ます。
　皆様の温かいご支援、ご声援に射撃部一同、心よりお礼
申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　 （学生課）

Topic 5
■　笠岡・真鍋島小学校・中学校・
 　公民館合同運動会 2018.5.19

　昨年に引き続き、真
鍋島公民館長から協
力のご依頼を頂き、吹
奏楽部を含む学生13
名で5月19日（土）真
鍋島小学校・中学校・公
民館合同運動会へ参
加する機会をいただき
ました。
　今年は、地域の方との触れ合い（シンクロ）を大事にし
たいという小学校・中学校の思いがあり、小中学校の生徒
たちや地域のお年寄り、保護者のみなさまと一緒になっ
てプログラムに参加することが主でした。また、吹奏楽部
は、昨年同様、プログラム演奏を行うと共に種目間にも演
奏し、地元の方々に大いに喜ばれました。
　その他、大学生による種目「借りもの競争」では、小中
の先生方が地域の方とうまく調整してくださったおかげ
で、島の方々と共に触れ合いながら、楽しく行えました。
　引き続き、来年も活動をしていきたいと考えています。
　　　　　　　　　　　　　　（産学官連携センター）

Topic 6
■　フィールドスタディ・
 　真鍋島でのにんにく収穫

2018.6.2
　真鍋島では大島産赤
丸にんにくを特産品と
して製造・加工販売をし
ており、昨年から本学
も圃場の開墾や加工品
の販売のお手伝いをし
ております。そのような
中、6月2日（土）、学生
3名が自らの手で開墾した圃場にてにんにくの収穫を行
いました。
　地元の方に、収穫方法を教えて貰いながら、むかごを
取り、根を切って、茎を切り落とすという慣れない作業に
四苦八苦しながらも、疲れは真鍋島の自然環境で癒され
ます。そして、ようやく全ての収穫を終えた後の達成感
は、何ものにも代え難い体験でした。
　圃場開墾から収穫作業を行った経験を通して、今後、
販売のお手伝いだけでなく、真鍋島の観光素材としての
活用も視野にいれた教育研究活動をしていきます。　　
　　　　   　　　　　　　　　（産学官連携センター）

Topic 1
■　学位記授与式

2018.3.22
　2018年3月22日（木）第50回学位記授与式が挙行
されました。井尻学長や来賓から、卒業生にはなむけの
言葉が贈られ、本年度大きな話題となった、プロ野球ドラ
フト会議で指名された
近藤弘樹さん、蔵本治
孝さんには、岡山商科
大学特別栄誉賞が授
与されました。卒業生
を代表して、経済学部 
大槻真澄さんが、恩師
や後輩へ感謝の言葉
が述べ、卒業生たち
は学び舎を後にしまし
た。　 （総務企画課）

Topic 2
■　2018年度 入学宣誓式

2018.4.3
　2018年4月3日（火）本学体育館において入学宣誓
式が挙行されました。吹奏楽部による華やかな演奏が式
に彩を添え、井尻学長から入学の許可が宣言されました

（学部、大学院など計635名）。新入生を代表して、経営
学部経営学科　佐藤太一さんから入学の宣誓がなされ、
本学での新生活がスタートしました。　    （総務企画課）

Topic 3
■　2018年度岡山経営者論

2018.4.23～
　今年度は、（一社）岡山経済同友会のご協力のもと、岡山
経営者論を開講しています。1996年から始まり、今年で
23年目となりました。本講義は、「アクティブラーニング」
という教育形式を用いています。特に、集団での問題解決
能力や発表力の修得を目的として、提示された課題をグ
ループで討論し、まとめ、そして発表までを行っています。
　2018年度前期は、（一社）岡山経済同友会 事務局長・
羽田浩氏、岡山県商工会議所連合会 会長・岡﨑彬氏、岡
山青年会議所 理事長・青木浩平氏、岡山県中小企業団体
中央会 会長・晝田眞三氏、（公財）岡山県産業振興財団 
理事長・三宅昇氏、岡山県経営者協会 会長・野﨑泰彦氏
にご登壇いただきました。
　後期では、岡山県商工会連合会 会長・金谷征正氏、一
般財団法人岡山経済研究所 所長・古城寿彦氏、ジェトロ
岡山 所長・奥井浩平氏、岡山県農業協同組合中央会 会
長・青江伯夫氏、協同組合岡山情報文化研究所 理事長・
前坂匡紀氏、岡山リサーチパークインキュベーションセン
ター センター長 佐藤隆志氏らをお招きし、2回ずつ講義
をして頂く予定になっています。　
　　　　　　　　　　　（経営学部 准教授 渡邉憲二）

Topic 4
　 射撃部・和田光輔選手
　岡山県「オリンピアン育成事業」強化指定！

2018.5.9
　日頃より岡山商科大学射撃部の活動に深いご理解と多
くのご支援をいただき感謝申し上げます。
　射撃部は2015年に同好会としてスタートし、その後
年々部員数が増え、2017年に部に昇格となりました。当

Topic 7
■　ＦＰコース・キッズマネー教室

2018.6.3
　大学コンソーシアム
岡山主催の「日ようび
子ども大学」が6月3日

（日）に岡山県生涯学
習センターで開催さ
れ、本年度も経営学部
商学科のＦＰコース生が

「キッズマネー教室」を
実施しました。毎年行っている当プログラムは、小学生が
ゲーム感覚で「目標に向けたおこづかいの貯め方、使い
方」を学習できるよう、金融リテラシーマップに基づきＦＰ
コースの学生が考案した小学生向け金融リテラシー教
育プログラムです。
　ＦＰコース２年生が司会進行を務め、1年生は児童に
付き添い、1回あたり45分のプログラムを5回実施し、
参加児童は真剣かつ楽しそうに取り組んでいました。
　本年度の参加数は昨年の2倍近い49名となり、本
人だけでなく保護者の関心の高さにも驚かされました。

「普段はなかなか教えられないことを教わった」と同席
して見守っていた保護者からは感謝の言葉もいただき、
金融リテラシー教育を学生主体で実施する意義を改め
て実感しました。ＦＰコースの伝統行事である「キッズマ
ネー教室」を、今後も学生が発展させ、育てくれることを
期待します。　　　（商学科ＦＰコース長　海宝賢一郎）

Topic 8
■　夏季限定メニュー「日生海のそば」プロジェクト

2018.6.9， 7.7， 9.1
　2月11日（日）に、備前
市を中心に活動する日生
カキオコまちづくりの会
の方々と共に「カキオコ若
者ワークショップ」を行っ
たことをきっかけに、夏場
の話題作りと顧客開拓に
向けて、「日生海のそば」プロジェクトを行っています。
　6月9日（土）の試食検討会では、日生のカキオコ店
舗が13店集まり、本学の学生だけでなく岡山県立大学
の学生と共に、試作品を食べながらそれぞれのお店で
どのように提供するか、味や見た目についても話し合い
ました。結果、「日生海のそば」は、カキ・エビ・イカ・豚等
入りの1,000円程度の海鮮焼きそばとして、各店舗で
それぞれの味が楽しめるようになりました。（10月末ま
で協賛各店舗にて提供。）
　7月7日（土）には、マスコミ各社を呼びお披露目会を
行う予定でしたが、豪雨のため中止となりました。しか
し、代わりに9月1日（土）に海のそばワークショップとし
て、本学学生も共に各店舗へ食べ歩き調査を行い、次
年度に向けて他のカフェや和食店等にも同プロジェクト
の参加を依頼してまわる予定です。
　本年度からカキオコまちづくりの会のアドバイザーと
して、教職員が就任した関係もあり、引き続き、発展に
寄与できるよう尽力して参ります。
� （産学官連携センター）

Topic 9
 　フィールドスタディ・湯原温泉 
 　「露天風呂の日」に本学学生が参加 

2018.6.26
　6月26日、真庭市の
湯原温泉において今年
も「露天風呂の日」に関
連したイベントが行わ
れました。湯原温泉では、

「6(ろ)・(てん)26(ぶ
ろ)」の語呂合わせにち
なみ、毎年6月26日を
露天風呂の日と定め、この地に湧き出るお湯と、観光客
に感謝する行事を実施しています。本学では、長年にわ
たってこの行事に協力しており、本年は７名の学生と教
員が参加しました。
　露天風呂の日当日は、まず地元住民や観光客と一緒
に露天風呂の清掃を行いました。その後、露天風呂に
感謝する神事が行われ、そこでは４名の学生が巫女や
使いの者を務めました。湯原温泉では少子高齢化が進
み、神事に参加できる若者が少なく、ここ数年は本学の

●学位記授与者数 

法学部法学科 53
経済学部経済学科 109
経営学部経営学科 93
経営学部商学科 83
商学研究科 3
法学研究科 2
経済学研究科 1

2



学生が巫女役として活躍しています。神事の後は、地元こ
ども園の園児による風船飛ばしを行い、ここでは神事に
参加しなかった３名の学生が風船を膨らませて園児に手
渡す役割を担いました。学生たちは、それぞれが行事に
欠かせない役割を任されることで、地域のイベントには
様々な人々がかかわって成立していることを実感できた
ように思います。
　イベント後は、観光客を対象としたアンケート調査を実
施しました。この調査は、本学のブランディング事業に関
連して昨年から実施しているもので、調査結果は分析し
たうえで地元の観光振興に活用しています。今後も、湯
原温泉の様々な活動に貢献できるよう、あらゆる面で連
携を深めていきたいと思っています。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（経営学部 准教授 大石貴之）

Topic10
■　後援会総会と学科別保護者懇談会

2018.6.30, 9.1
　本学は本学後援会と共催による行事を実施し
ていますが、例年通り後援会総会と２回の学科別
保護者懇談会を開催しました。
　6月30日（土）には、後援会総会と第1回学科
別保護者懇談会を開催し、約140名の方に参加
いただきました。学科別に保護者との意見交換、
情報交換を行い、非常に有意義な時間を共有す
ることができました。また、9月1日（土）には、前
期の成績に基づいた、第2回学科別保護者懇談
会を開催しました。180名ほどの方に出席いた
だき、保護者の皆様の強い関心を感じることがで
きました。 　　　　　　　　　　（総務企画課）

Topic11
■　農泊関連事業“AZAEプロジェクト”

2018.7.5
　本学は観光コースを持
ち、東アジアからの留学生
を多く受け入れているこ
とから、中四国農政局と農
泊（日本ならではの伝統的
な生活体験や農山漁村地
域の人々との交流を楽し
む農山漁村滞在型旅行）に関する包括的連携協定を、今
年1月に締結しました。
　協定締結後、本学は同局がモデル地域としている真庭
市北房地区において、学生が中心となった2つの事業を
展開しました。留学生によるモニターツアーとAZAEプ
ロジェクト・キックオフワークショップです。　
　モニターツアーは、2月に留学生9名、日本人学生3名
が、1泊2日で地元農泊協議会が用意したプログラムに関
して感想・意見を返すというものです。まき割り、餅つき、
雛飾り、町家での宿泊、名所巡り等を体験し、留学生から
は、「ひとつひとつの場所というより地区を一体として観
光商品化を進めるべきでは」、「宿所でのコンセントが少
ない」等、積極的に意見が出されました。
　キックオフワークショップは、地区内の呰部（あざえ）商
店街にある古民家をゲストハウスとして改装することに
端を発する、本学・各種地元団体・農政局が協働して地区
の観光力を高めるプロジェクト（通称・AZAEプロジェク
ト）のスタート企画として行われました。
　これは7月5日に商学科授業である「地域マーケティ
ングⅠ」の学外実習も兼ねて実施され、留学生4名を含む
17名の学生が参加しました。学生たちは、古民家の視察
後、地元商店街関係者の方々と同地区の魅力と課題につ
いてのブレーン・ストーミングを行い、「地元の方が実際
に着ていた浴衣を、外国人の方に着付け教室（着ていた
人が教える）で交流しながら楽しんでもらう」、「残ってい
る黒電話や五右衛門風呂を活用する」等、具体的なアイ
ディアを数多く出していきました。同プロジェクトは、ゲス
トハウスの計画と運営面での学生の協力をはじめ、今後
数々の協働事業が行われる予定です。
　　　　　　　　　　　　（経営学部 教授 三好　宏）

Topic12
スペイン柔道男子ナショナルチームが

　本学で強化合宿 2018.7.8
　平成30年7月8日から30日までの3週間、本学錬成
館柔道場でスペイン柔道男子ナショナルチームを受け入
れ、本学柔道部との合同練習を行いました。
　このキャンプが開催されたのは、岡山県が岡山市と共
催で2020年の東京オリンピックに向けてのキャンプ
誘致、また県民との交流を図る目的で計画されたからで

す。合宿に先立ち7月11日には本学において、本学学
長、スペイン柔道連盟、岡山県、岡山市、県柔道連盟、環
太平洋大学が出席して「東京オリンピック事前キャンプに
関する協定」の調印式が開催されました。井尻学長の歓
迎のあいさつ、副知事、市長のあいさつ、記念撮影と滞り
なく終了し、女子はＩＰＵで男子は本学で早速練習を開始
しました。
　スペイン男子チームは2年後の東京オリンピックに照
準を合わせて、比較的若い選手の強化に取り組んでいま
す。世界ランキング3位、5位、の選手も含まれており、活
気あふれた練習が展開されました。特に大学の好意で開
催された本学中心選手（4年生）とスペインチームの懇
親会後は、お互いにより一層打ち解けて柔道部にとって
も実りある有意義な稽古が出来たと思います。身振り手
振りを交えながら、技術を教えあったり、競い合う姿が多
くみられるようになったと感じました。
　スペイン男子レベルは同じヨーロッパのフランスやド
イツほど柔道人口も多くなく、中堅処ですが、参加した選
手たちはオリンピックの出場権ランキングを確保するた
めに真剣に取り組んでいました。この中から一人でも多
くの選手がオリンピックに出場することを願っています。
　2020年東京オリンピックまで、毎年一回は本学で
キャンプすることを約束して7月30日無事帰路につきま
した。　　　　　　　　　　（柔道部顧問　大谷崇正）

Topic13
■　～本場中華料理～第２学生食堂が開店

2018.7.12
　７月１２日（木）に、第２学生食
堂が開店しました。場所は、キャ
ンパス敷地の北東の角で、営業
時間は午前１１時から午後２時、
午後５時から午後１０時まで。
店名は「喜上昇」。一口食べれ
ば喜びが大きくなるという意味
ですが、さすが本場中国人シェ
フの腕にかかると、野菜や肉・魚
などなんでも極上の料理に早
変わり。味は、中国東北地方の
料理ですから、あっさり塩味で
上品な仕上がりになっています。メニューも多彩で、
６０種類の料理を常に提供できるようにしています。
利用者が最も多い昼食時には、日替わり定食として、
４つの盛り皿から２種類の料理をたっぷり選び、野菜
サラダ・スープ・漬物付きのご飯食べ放題で７００円。
学生、教職員も納得できる内容となっています。
  開店から３ヶ月になりますが、日替わり定食、単品
料理ともに評判は上々で、多くの学生、教職員が足
を運んでおり、第２学生食堂としての存在感を発揮し
ています。　
  まだ、利用していない方は、一度足を運んで味見を
されてはいかがでしょう。　　　　　　 （総務企画課）

Topic14
　 プロ卓球チーム「岡山リベッツ」と
　包括協定締結。

2018.8.7
　本学では、スポーツを通じた人材育成にも力を入れて
おり、多くの部活動が多彩な活躍をしています。中でも卓
球部は、第88回全日本大学総合卓球選手権大会団体の
部に男女とも出場するなど、著しい活躍を見せています。
本学としても、新たに卓球場を整備するなど、選手の育成
に取り組んでいるところです。
　さて、２年後に迫った東京五輪で金メダルを獲得でき
る選手を育てる事などを目的として、卓球の新たなリー
グ、「Ｔリーグ」が発足し、「岡山リベッツ」が国内外から強
豪選手を集め活動を始めています。
　本学と岡山リベッツは、地元岡山で卓球を通じたス
ポーツ振興に取り組んでいることから、お互いが有する
様々な資源（人的、物的、知的）を尊重し、連携、協力する
ことにより相互の発展を目指すことが可能であり、この
事により、岡山県のスポーツ文化の発展及び地域振興に
資することができると考え、2018年8月7日に、包括的
相互連携協定を締結いたしました。株式会社岡山リベッ
ツ代表取締役の羽場誠氏は、「岡山リベッツは世界トップ
クラスの卓球を岡山で広げ、大学が強化している卓球競
技の向上に寄与したい。また、岡山リベッツの資源を利用

することで、「専門性を持つ人材」や「心豊かな人材」を育
成する一助となりたい。」とご挨拶されました。井尻学長
からは、「最新の卓球場を整備しており、活用していただ
きたい。」と応えられました。岡山リベッツ、本学卓球部の
益々の活躍が期待されます。　　　　　  （総務企画課）

Topic15
■　科学研究費助成事業への取り組み

　科学研究費助成事業（科研費）は、研究活動に必要な資
金を研究者に助成するしくみの一つであり、文学、社会科
学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用
までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づ
く研究）を格段に発展させることを目的とする「競争的資
金」であり、同業者による審査を経て、豊かな社会発展の
基盤となる独創的・先駆的な研究に対して助成を行いま
す。本学からも毎年多数の研究者が申請を行っており、平
成３０年度は、以下の研究課題で研究費の交付を受けて
います。 　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務企画課）

Topic16
■　ホームページのリニューアル

　2018(平成30)年にホームページの更新をしまし
た。既存のHPは、
2004(平成16)年
に更新し、2010(平
成22)年に部分更
新をしました。しか
し、約10年間での
IT技術の進歩は著し
く特にスマホからの
アクセスが多いこと
から、多様な操作機器に表示画面が対応できること、表
示内容の検索が容易にできること、画面のデザインが一
度アクセスしたら再度アクセスしたくなること、教員全員
の教育研究内容を掲載することで、数社の提示を受け、
本学の従来のホームページの内容分析から方向性を明
確に示されたホームページ制作会社を選定しました。公
開したホームページは、図に示すように上から右側にえ
んじ色の帯をいれたデザインであり、一度訪れると、印象
に残るものです。大学の活動を常にホームページに反映
し、生きた情報提供をすることにより、多くの方々に訪れ
ていただくことを望んでいます。　(副学長　大﨑紘一)

研究種目・期間 研究課題 研究者（所属）
基盤研究（B）
[研究代表者]
H２８～３０

公的大規模データの利用にお
けるプライバシー保護の理論と
応用

佐井　至道
（経済学部・

教授）
基盤研究（C）
[研究分担者] 
H２８～３０

北海道における高齢者の孤立
化に関する発展的研究

粟屋　剛
（法学部・教授）

基盤研究（C）
H２８～３０

高度先端医療の説明義務と裁
量に関する倫理・法・社会的視点
からの複合的研究

粟屋　剛
[研究分担者]

（法学部・教授）
宍戸　圭介
[研究分担者]

（法学部・教授）
挑戦的萌芽研究
[研究代表者] 
H２８～３０

アジア和僑ビジネスと日本の地
方農水産業：国際ロジスティック
ス・ネットワークの併呑

古川　澄明
（経営学部・

教授）
若手研究（B）
[研究代表者] 
H２８～３０

複数事例の進展統合化グラフ
による事業所内の潜在的リスク
可視化システムの開発

箕輪　弘嗣
（経営学部・

准教授）
基盤研究（A）
[研究分担者]
H２９～３３

イギリス公法争訟における違法
性の判断構造に関する研究

伊藤　治彦
（法学部・教授）

基盤研究（B）
H２９～３２

配偶子凍結保存の増加と「ライ
フプラン」「ジェンダー観」の変
化に関する学際的研究

粟屋　剛
[研究分担者]

（法学部・教授）
宍戸　圭介
[研究分担者]

（法学部・教授）

基盤研究（C）
H２９～３１ 「手術誘引」の研究

粟屋　剛
[研究代表者]

（法学部・教授）
宍戸　圭介
[研究分担者]

（法学部・教授）
基盤研究（C）
[研究代表者]
H２９～３１

アイトラッキング・データを活用
した消費者行動の分析

大東　正虎
（経営学部・

教授）
挑戦的萌芽研究
[研究分担者] 
H２９～３１

認知症患者の人権保障に向け
た学際的研究

粟屋　剛
（法学部・教授）

若手研究（B）
[研究代表者] 
H２９～３０

経済的アプローチからみた新た
な家族制度とそれに対応する
租税法の探求

加藤　友佳
（法学部・
准教授）

基盤研究（B）
[研究分担者]
H３０～３２

ハンセン病医療倫理学の創出
に向けた学術的基盤の構築とカ
リキュラム開発

粟屋　剛
（法学部・教授）

基盤研究（B）
[研究分担者]
H３０～３４

ビックミクロデータの匿名性評
価手法の開発

佐井　至道
（経済学部・

教授）
基盤研究（C）
[研究分担者]
H３０～３２

児童・生徒の批判的思考力の発
達に基づく小・中学校社会科授
業モデルの開発研究

前田　健一
（経済学部・教授）
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本
学
非
常
勤
講
師（
第
十
七
期
商
学
部
卒
）

働くことについて
経済学部経済学科 講師　佐々木昭洋

　私が岡山に赴任して1年と半年が過ぎようとしています。幸運にも私は大学院を修了してすぐに岡山商科大学に採用していただきました。
つまり、いわゆる就業経験というものがなく、教員として働き始めたわけです。
　さて、「働く」とは何でしょうか。昨今は政府が推進する「働き方改革」など、これまでの日本社会で美徳とされてきた労働のスタイル・環境か
らの変革が求められています。
　人はなぜ働くのか、を考えたときに、まず、第一義的には生きるためだと思います。しかし、ここ日本で、最低限の生きる糧を得る手段を見つ
けることは、それほど難しいことではないでしょう。なんでもよければ、それこそどんな仕事でもできるのではないでしょうか。
　とはいえやはり、なんでもはよくないわけです。生きる糧を得る、つまり、お金を得る以上のものが、働くということには求められるのかもし
れません。それは例えば「自己実現」だったり、「社会貢献」だったりするのでしょう。
　私は経済学者の端くれですので、経済学的に働くということを考えてみると、やはりお金をもらうことが中心になります。さらに言えば、働く
ことは自分の自由な時間を失わせる「苦役」として考えられます。もちろん自己実現や、社会貢献の重要性を否定するものではありませんが、
そういう嫌なことを人々に行ってもらうにはどうすればよいか、ということが経済学的な議論です。一方で社会という大きな立場から見れば、
モノを生み出すためになくてはならない存在であり、ひいては経済成長の原動力であります。だからこそ政府には働きやすい環境を整備する
ことが求められます。
　最後に私自身のことを申し上げれば、大学院時代の名残で、だらだらと24時過ぎまで研究室にいることが常態化しています。今までは若さ
と気合でこなしてきましたが、もうそろそろ年齢も年齢ですので、自分自身の働き方改革をしなければいけないなと思うわけです。と言いなが
らこのエッセイは24：30の研究室で書いています。

孔子学院便り 

平成30年7月豪雨で被災された在学生の皆様へ
　岡山県がこれまで経験したことのない豪雨災害から早2カ月が過ぎ
ました。
　改めてお亡くなりになられました方々のご冥福をお祈りするととも
に、被災された多くの方々に心からお見舞いを申し上げます。
　さて、この度の災害により被災した本学の学生も多く、被災直後から
罹災報告や情報が学生課に寄せられたなかで、自宅が全半壊し避難所
や車での生活を強いられている方、親せきや知人宅に居候している方
等、猛暑の続く中で懸命によく頑張られていると思います。
　本学の教職員・学生の有志が被災された各地へ出向きボランティア

　岡山商科大学孔子学院は、岡山商科大学と大連外国語大学と
の共同プロジェクトとして平成19年（2007年）に開設され、10周
年の記念行事を経て、今年から新たな10年に入りました。いまま
でと同様に多くの方々のご支援のお陰で、中国語講座を中心に
様々なイベントを展開してきました。
　2018年度前期において、孔子学院では、中国語講座を中心と
して語学教育を行い、昼と夜の両方の時間帯に、入門、初級、中級、
上級に分け、8レベルのコースを展開しております。さらに、HSK受
験向きの特訓コースや会話コースなども開設しております。イベ
ントは、
　（1）商大の経営学部商学科とコラボして行った端午節交流会。
商大生と留学生は一緒に粽（ちまき）づくりをし、クイズに答え、交
流を深めました。そして、中国の伝統的な祝日についても、より理
解を深めました。
　（2）津山商業高校との遠隔システムによる中国文化授業（全15
回）で、第1回は実際に孔子学院スタッフと本学留学生が津山商業
高校に出向かい、高校生と一緒に餃子づくりや切り絵を体験し、ク
イズなどをして、交流会を行いました。
　（3）中国語教育研究会。岡山の中国語教師及び長年の中国語
学習者を対象に研究会を行いました。日本人学習者の中国語学
習における問題点や日本語による干渉などについて専門家を招
き、講座を行いました。
　（4）中国語朗読コンテスト。中国語の学習成果を報告すること
もかねて、朗読コンテストを行いました。参加者は岡山県内の中国
語学習者で、学習経験が1年未満の高校生もいれば、10年以上の
年配者もいました。それぞれ素晴らしいパフォーマンスを披露さ

　平成30年1月11日に、井尻学長は、長年にわたる教育の振興、人材育成に取り組ん
できたことが評価され、栄えある山陽新聞賞を受賞されました。
　受賞を受け、3月11日には、岡山県商工会議所連合会会長の岡﨑彬様、衆議院議員
の逢沢一郎様らを発起人として、受賞記念祝賀会が岡山プラザホテルにおいて開催さ
れました。
　発起人を代表して、岡﨑会長から、「岡山商科大学は、早くから海外からの留学生を受
け入れており、他の大学の模範となるものである。産学官連携、地域交流など様々な教
育を行っている。これからも地域に貢献していって頂きたい。」とのご挨拶がありました。
　来賓祝辞として、逢沢衆議院議員から、「（プロ野球の）ドラフト会議で2名の選手が指
名されたことは岡山にとってうれしいことであった。地域社会、また日本を担う実学を身につけた即戦力としての人材を育成し、他大学の模範と
なって欲しい。」と、また、（一社）岡山経済同友会代表幹事でこの度の賞を贈られた山陽新聞社代表取締役社長の松田正己様からは、「（岡山商
科大学は）産業界との連携も盛ん。平成8年から岡山経営者論を開講されている。経営者にとっても学生に講義をすることは、自らの経営を振り
返るきっかけともなる。今年から金融総合教育プログラムもスタートされる。井尻艶太氏は、昭和34年第17回に、井尻裕氏は、平成6年第52
回にこの受賞された。井尻昭夫氏にも引き続き、岡山の教育のみならず地域の発展にご尽力いただきたい」とのご挨拶がありました。
　花束贈呈の後、井尻昭夫学長からの謝辞があり、岡山商科大学同窓会会長藤井大三郎様から乾杯のご挨拶をいただきました。お祝いの言葉
を株式会社デンショク代表取締役会長野田好信様、山陽学園大学学長齊藤育子様からそれぞれ頂戴し、岡山商科大学吹奏楽部の演奏の後、株
式会社さえら代表取締役会長木谷忠義様から閉会のご挨拶をいただき、盛会のうちに閉会となりました。 

（総務企画課）

山陽新聞賞祝賀会

活動を続けておりますが、大量の災害廃棄物の撤去から半壊した家屋
の復旧への清掃作業等で被災された方々に大変感謝されております。
しかし、完全復旧にはほど遠く、一日も早い復興に向けて多くの方々の
ご理解とご支援を必要としているところです。
　本学では、今回の災害で居住する住宅が全半壊等して、生活に著しい
支障が生じている本学学生に対し被害程度に応じての支援をしており
ます。夏季休暇に入ったころから被害状況が多く寄せられましたが、被
災に遭われ大学に届け出していない方がおられましたら至急学生課ま
でご連絡をください。　　　　　　　　　　　　　　　　　（学生課）

大学生も頑張った災害ボランティア
　今年7月に発生した100年に一度ともいわれる記録的豪雨は、岡山
県内の多くの河川の堤防が決壊し浸水被害や土砂崩れの発生など甚大
な被害をもたらしました。
　こういった中、「地域と呼吸する大学」を自負している本学は、すぐに
学生活動支援センターを中心に学生や教職員に呼びかけ岡山市東区平
島地区、総社市昭和地区、倉敷市真備町の被災地に多くの学生や教職

員がボランティアとして入らせてい
ただきました。前期の授業や試験が
ある中、災害発生1週間後に入った
総社市では、二階まで浸水した住宅
の家具や畳等の災害ゴミの運び出し
を行いました。参加した学生は、「昨
日まで普通に使っていた生活用品
が、翌日には災害ゴミになって捨てら

れていく現実をどう受け入れたらい
いのか。」とか、日中の最高気温が37
度を超え、熱中症が心配な中での作
業であり、15分作業、15分休憩とい
うローテーションで水分補給がない
とやっておれないこの水に救われて
いる自分は、「水によって痛めつけら
れ、水によって命を救われる、この
水って一体何だろう。」と語っていまし
た。また、ボランティア活動と平行して、学内や奉還町商店街での募金活
動も行いました。今後の課題は、社会に貢献する地域のボランティア
リーダーを育成としていくことが求められていると考えています。

学生活動支援センター長　吉田　信  (経営学部商学科　教授)

れ、今後の勉強の励みとなりました。
　（5）中国料理教室。岡山市北区の富原プラザで現地の一般市
民の餃子づくりの体験を行いました。
　（6）中国語学短期研修サマーキャンプを実施しました。今年の
参加者12名は全員商大生です。姉妹校の大連外国語大学の所在
地大連（旅順を含め）での研修をはじめ、北京、上海での見学もで
きました。中国の歴史を振り返り、現代中国を見る機会となりまし
た。
　（7）中国語スピーチコンテスト受賞者の遼寧省研修旅行。昨年
度の中国語スピーチコンテストで受賞したベスト6名が副賞とし
て中国遼寧省に招待され、5日間の研修旅行をしました。
　今年は中日平和友好条約締結40周年にあたり、岡山商科大学
孔子学院が新たな10年に入る、新しいスタートでもあります。今
後とも引き続きご支援のほどよろしくお願い致します。

（孔子学院副学院長　肖爽）

新たな10年のスタート

浸水した住宅から畳やタンスの搬出

住宅周辺に流れ着いたゴミの片付け

岡﨑彬様による発起人代表ご挨拶
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働くことについて
経済学部経済学科 講師　佐々木昭洋

　私が岡山に赴任して1年と半年が過ぎようとしています。幸運にも私は大学院を修了してすぐに岡山商科大学に採用していただきました。
つまり、いわゆる就業経験というものがなく、教員として働き始めたわけです。
　さて、「働く」とは何でしょうか。昨今は政府が推進する「働き方改革」など、これまでの日本社会で美徳とされてきた労働のスタイル・環境か
らの変革が求められています。
　人はなぜ働くのか、を考えたときに、まず、第一義的には生きるためだと思います。しかし、ここ日本で、最低限の生きる糧を得る手段を見つ
けることは、それほど難しいことではないでしょう。なんでもよければ、それこそどんな仕事でもできるのではないでしょうか。
　とはいえやはり、なんでもはよくないわけです。生きる糧を得る、つまり、お金を得る以上のものが、働くということには求められるのかもし
れません。それは例えば「自己実現」だったり、「社会貢献」だったりするのでしょう。
　私は経済学者の端くれですので、経済学的に働くということを考えてみると、やはりお金をもらうことが中心になります。さらに言えば、働く
ことは自分の自由な時間を失わせる「苦役」として考えられます。もちろん自己実現や、社会貢献の重要性を否定するものではありませんが、
そういう嫌なことを人々に行ってもらうにはどうすればよいか、ということが経済学的な議論です。一方で社会という大きな立場から見れば、
モノを生み出すためになくてはならない存在であり、ひいては経済成長の原動力であります。だからこそ政府には働きやすい環境を整備する
ことが求められます。
　最後に私自身のことを申し上げれば、大学院時代の名残で、だらだらと24時過ぎまで研究室にいることが常態化しています。今までは若さ
と気合でこなしてきましたが、もうそろそろ年齢も年齢ですので、自分自身の働き方改革をしなければいけないなと思うわけです。と言いなが
らこのエッセイは24：30の研究室で書いています。

孔子学院便り 

平成30年7月豪雨で被災された在学生の皆様へ
　岡山県がこれまで経験したことのない豪雨災害から早2カ月が過ぎ
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きました。中国の歴史を振り返り、現代中国を見る機会となりまし
た。
　（7）中国語スピーチコンテスト受賞者の遼寧省研修旅行。昨年
度の中国語スピーチコンテストで受賞したベスト6名が副賞とし
て中国遼寧省に招待され、5日間の研修旅行をしました。
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岡﨑彬様による発起人代表ご挨拶
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　文部科学省の発表によると、今春201８年３月の大学等
卒業者の就職率は「超売り手市場」の影響で98.0％と調査
開始以来、過去最高となりました。本学卒業生もほぼ同率の
97.7%と高い数字を維持しています。これに続く来春2019
年3月の大学等卒業予定者は、6月1日の時点で内々定を得た
学生の割合が61.9%と昨年の同時期51.3%を10.6ポイント
上まわり（大手就職情報会社の調べによる）、本学において
も同傾向となっています。就職活動に関しては経団連と大学
側との就職協定により採用に係る広告活動開始は3月1日よ
り、選考は6月１日からと申し合わせがなされていますが、６
月１日以前に選考が行われ、多くの会社が内々定を出してい
るのが実状です。
　このように依然、好環境の就活状況ですが特に今年度の特
徴として
①企業の採用手法（部門別、地域別採用等）の多様化
②最初の面接から内定出しまでの期間の短期化
③自社インターンシップに参加した学生への内定出しの増加
などの点が挙げられますが、これらの事から企業側として早

キャリアセンター便り
期に学生を確保したいとの意向がみてとれます。
　一方で、複数の会社から内定を得たものの、最終決定に悩
んでいる、または内定を得てからも引き続き就職活動を続け
ている学生も本学の学生で多数見受けられます。
　キャリアセンターとしてはこのような状況をふまえ、①低学
年からの様々な就職関連行事（講座等）の開催②3年次生を
対象としたゼミ別ガイダンスの実施③インターンシップ参加促
進などに力を入れる④4年生の未内定学生へは学内で個別の
会社との面談の機会を提供する⑤内定学生のフォローなど、
学生一人一人と向き合う取組を続けて行きたいと思います。

（キャリアセンター課）

2019年春採用の就職状況について

資　金　収　支　内　訳　表 事 業 活 動 収 支 内 訳 表

収入の部 
科　　　　目 金　　額

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 1,553,544
手 数 料 収 入 22,767
寄 付 金 収 入 13,719
補 助 金 収 入 178,985
資 産 売 却 収 入 0
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 59,736
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 3
雑 収 入 335,010
借 入 金 収 入 150,000
収 入 の 部 合 計 2,313,764

支出の部
科　　　　　目 金　　額

人 件 費 支 出 1,175,032
教 育 研 究 経 費 支 出 486,263
管 理 経 費 支 出 168,000
借 入 金 等 利 息 支 出 535
借 入 金 等 返 済 支 出 10,800
施 設 関 係 支 出 441,052
設 備 関 係 支 出 95,707
支 出 の 部 合 計 2,377,389

教
育
活
動
収
支

科　　　　目 金　　額

収
入

学 生 生 徒 等 納 付 金 1,553,544
手 数 料 22,767
寄 付 金 14,572
経 常 費 等 補 助 金 178,985
付 随 事 業 収 入 59,736
雑 収 入 335,010
教 育 活 動 収 入 計 2,164,614

支
出

人 件 費 1,169,067
教 育 研 究 経 費 693,486
管 理 経 費 206,647
徴 収 不 能 額 等 0
教 育 活 動 支 出 計 2,069,200

教 育 活 動 収 支 差 額 95,414

教
育
活
動
外
収
支

収
入

受 取 利 息・ 配 当 金 3
そ の 他 の 教 育 活 動 外 収 入 0
教 育 活 動 外 収 入 計 3

支
出

借 入 金 等 利 息 535
そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出 3
教 育 活 動 外 支 出 計 538

教 育 活 動 外 収 支 差 額 △      535
経 常 収 支 差 額 94,879

特
別
収
支

収
入

資 産 売 却 差 額 0
そ の 他 の 特 別 収 入 0
特 別 収 入 計 0

支
出

資 産 処 分 差 額 1,919
そ の 他 の 特 別 支 出 0
特 別 支 出 計 1,919

特 別 収 支 差 額 △    1,919
基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 92,960
基 本 金 組 入 額 合 計 0
当 年 度 収 支 差 額 △  　92,960

（参考）
事 業 活 動 収 入 計 2,164,617
事 業 活 動 支 出 計 2,071,657

（参考）
基 本 金 取 崩 額 323,093

誌面の都合により千円未満の単位を省略しています。

（単位：千円） （単位：千円）

学内合説での一コマ（4月5日開催）



人事異動

第53回商大祭
　第53回商大祭が１０月２０日（土）、２１日（日）の２日間の日程で
開催されます。
　今年のテーマは、「協

きょう

心
しん

戮
りく

力
りょく

～Be together as one！！」としまし
た。協

きょう

心
しん

戮
りく

力
りょく

とは、心を一つに全員の力を結集し、一致協力して物
事に取り組むという意味です。岡山商科大学に関わる全ての方々の
力を一つに結集し、商大から岡山を元気にすることを目標に今年の
大学祭を成功させたいという想いからこのテーマに決めました。
　我々、大学祭実行本部としても、今日まで培ってきた伝統に加え、
新たな取り組みに挑戦していきたいと考えています。期間中は、多彩
なステージ企画、バラエティに富んだ模擬店の出店、展示等、内容盛
り沢山です。
　皆様のご来場をお待ちしております。

今年のアーティストライブ
出演者は．．．

①ＭＵＳＩＣライブ
　『家入レオ』
　10/20（土）
　体育館ステージにて
　★有料★ライブ
　チケット：前売り2,500円、当日3,000円
②お笑いライブ
　『ブルゾンちえみwithB』
　10/21（日）野外ステージにて
　★無料★ライブ

　本研究は2年目に入り、申請時14テーマであったものが、本年度か
ら表に示す16テーマに増加し、30名以上の教員が参画する大きな研
究グループに発展し、本学の「地域と呼吸する大学」の研究のブランド
になってきています。各研究テーマとも対象地域に出向いて研究課題
を解決するためのデータ収集、ヒヤリング等を地域の方々のご協力に
より積極的に行っています。協力いただいている地域の皆様に感謝申
し上げます。2017(平成29)年度の成果の一部については、二松學舎
大学との共同でナカニシヤ出版から出版した「フードビジネスと地域」
に食品の流通に関する研究をしている5名の先生方に成果の一部をま
とめて執筆していただき、「地域価値の向上」にいささかの貢献をさせ
ていただきました。フードビジネスについて渡邉憲二准教授(経営学部
経営学科)は、岡山市主催の第１回産学官連携大学シーズ＆民間企業
ニーズマッチング会(2018年9月15日開催)で発表しました。また本
研究の動向については、2018(平成30)年6月にシンポジウムを開催
し、徳島県神山町の神山モデルを推進されている(株)リレーション代表
取締役祁答院弘智氏の特別講演、本学の4名の教員による研究進行
状況について報告されました。
　この研究では、研究対象地域の「地域価値の向上」をはかると共に、

「地域と呼吸する大学」のブランドイメージをステークホルダー(地域、

経済界、在学生、保護者、卒業生、受験生)の方々に浸透させ、確立する
ことも含まれています。　　　　　　　　　　 (副学長　大﨑紘一)文部科学省・平成29年度

　私立大学等研究ブランディング事業
　「『寄り添い型』研究による
　　　　　　　地域価値向上」

7

（大学祭実行本部）

種別 役職等 氏名 所属 日付
採用 嘱託職員 福田紀代 会計課 9月1日
退職 特任教授 坂下　晃 経済学部経済学科 2月18日

称号授与 名誉教授 坂下　晃 ― 2月19日

退職

教授 越智悦子 法学部法学科

3月31日

准教授 長谷川博史 経営学部経営学科
大学院専任教授 石島　弘 大学院法学研究科
教授 岡本輝代志 経営学部商学科
特任教授 栁瀨　昭彦 経営学部商学科
准教授 山根智沙子 経済学部経済学科
教授 宮　偉 経済学部経済学科
准教授 新津和典 法学部法学科
嘱託職員 森　博幸 総務企画課（技能員）
嘱託職員 福田紀代 会計課

採用

教授 松井温文 経営学部商学科

4月1日

教授 宍戸圭介 法学部法学科
特任教授 福本　明 経営学部商学科
講師 青木　隆 経営学部商学科
助教 渡辺寛之 経済学部経済学科
助教 西　春奈 経営学部商学科
准教授 韓　雲冬 経済学部経済学科
大学院特任教授 青井秀夫 法学研究科

種別 役職等 氏名 所属 日付

採用

嘱託職員（非常勤） 岡村浩二 学生課（硬式野球部コーチ） 3月1日
事務職員 赤木貫人 学生課

4月1日

事務職員 山縣玲子 入試課
事務職員 朝原智子 総務企画課
事務職員 楠本美香 法人事務局
嘱託職員（参事・非常勤） 浜崎之義 入試課（高大連携アドバイザー）
嘱託職員（非常勤） 山本豊秀 学生課（ゴルフ部監督）
嘱託職員（技能員） 小寺博信 総務企画課施設係
嘱託職員 徳田早紀 会計課
嘱託職員 大倉京子 入試課

昇任

教授 大東正虎 経営学部経営学科
准教授 井尻裕之 経営学部経営学科
准教授 大石貴之 経営学部商学科
課長補佐 時耕邦宏 法人事務局

称号授与
名誉教授 越智悦子 ―
名誉教授 石島　弘 ―
名誉教授 岡本輝代志 ―

採用 嘱託職員 釣田由紀 法人事務局 5月1日
退職 嘱託職員 釣田由紀 法人事務局 5月31日
採用 嘱託職員 安藤あかり 法人事務局 7月9日
移籍 事務職員 楠本美香 会計課 9月1日

（総務企画課）

（2018年2月～2018年9月現在）

社会的側面の研究テーマ 対象地域
生活の質の向上
生活の質の向上－結婚・子育てに向けた若者支援と高齢者の活用 津山市、瀬戸内市
食と法－行政法と民法からのアプローチ 岡山市
自然環境との共生
農業振興と自然環境との共生に関する経済分析 津山市
文化、歴史、ダイバーシティの保持・推進
岡山市におけるコミュニケーション支援及び言葉のバリアフリー化 岡山市

経済的側面の研究テーマ 対象地域
特産品開発
備前醤油の歴史・現状・展望 岡山市、倉敷市、備前市
岡山県におけるフードビジネスと地域活性化に関する研究 総社市
蒜山地域における農作物を活用した特産品開発 真庭市蒜山地区
芳賀地区の農家との共同生産と販売―清水白桃と野菜を対象に 岡山市
観光開発
湯原温泉における新たな地域資源を生かした観光振興 真庭市湯原地区
笠岡市真鍋島の観光振興 笠岡市真鍋島
空き家再生
空き家再生（中古住宅流通の活性化、地域資産の有効活用） 瀬戸内市、備前市、津山市
仕事創造
地域活性化戦略につなげる IOT プラットフォーム開発 真庭郡新庄村
仕事創造：地元企業への若者の就職支援 岡山市
地域内の経済循環の分析・考察　地域経済におけるものづくりの
基盤となる組織能力を構成する小集団改善活動の有効性 岡山市、倉敷市

地域内の経済循環の分析・考察
地域経済における金融の役割 岡山市、瀬戸内市
地域ブランド戦略
地域ブランド戦略－観光客、移住者の増加に向けた地域ブランド
戦略－ 和気郡和気町

研究ブランディング事業一覧：研究テーマと研究対象地域
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■慶應MCC 夕学講座 
  2018年度後期 開催予定

©2018　岡山商科大学

「やりたいことを見つける幸せ。」 
岡山商科大学タグラインが決定！

平成30年7月豪雨等により被災した受験生への支援制度について

2019年度入試日程     

●ご意見・ご感想等は、総務企画課学報担当まで　E－Mail／kouhou@po.osu.ac.jp

10月9日（火）　＜社会の進化と深化＞
佐々木 紀彦　（ささき　のりひこ）
株式会社ニューズピックス 取締役CCO、NewsPicks Studios CEO
「メディアの未来とNewsPicksの未来」

10月18日（木）　＜この人に聞く＞
穂村 弘　（ほむら　ひろし）
歌人
「世界と＜私＞の関係を言葉にする」

10月19日（金）　＜こころとからだの幸福論＞
藤田 紘一郎　（ふじた　こういちろう）
東京医科歯科大学名誉教授
「腸内細菌とともに生きる
～腸内細菌を大切にすると心身体も元気になる～」

10月30日（火）　＜戦略と技術が拓く近未来＞
大山 晃弘　（おおやま　あきひろ）
アイリスオーヤマ株式会社 代表取締役社長

清水 勝彦　（しみず　かつひこ）
慶應義塾大学大学院経営管理研究科 教授
「ユーザーイン経営とジャパンソリューション」
※本講演は大山氏の講演60分・対談30分・質疑応答30分の構成
　です。

10月31日（水）　＜日本と世界の論点＞
出口 治明　（でぐち　はるあき） 
立命館アジア太平洋大学（APU） 学長
「これからの『学び』」
11月6日（火）　＜戦略と技術が拓く近未来＞
池上 高志　（いけがみ　たかし）
東京大学大学院総合文化研究科・広域科学専攻 教授
「人工生命研究からみる未来のかたち」

11月13日（火）　＜人を活かす組織＞
白坂 亜紀　（しらさか　あき）
銀座　クラブ稲葉 オーナーママ
「銀座ママに学ぶ経営力、人間力」

11月22日（木）　＜戦略と技術が拓く近未来＞
前田 裕二　（まえだ　ゆうじ）
SHOWROOM株式会社 代表取締役社長
「SHOWROOMが創る共感経済圏」

11月27日（火）　＜社会の進化と深化＞
吉田 ちか　（よしだ　ちか）
YouTube Creator
「好きなことでヒトの役に立てる時代」

11月28日（水）　＜社会の進化と深化＞
安田 秀一　（やすだ　しゅういち）
株式会社ドーム 代表取締役CEO、法政大学アメリカンフットボール部 前総監督
「スポーツを通じて豊かな社会を」

12月4日（火）　＜こころとからだの幸福論＞
藤平 信一　（とうへい　しんいち）
心身統一合氣道会 会長、慶應義塾大学體育會合氣道部師範・特選塾員
「持っている力を最大限に発揮する」

12月12日（水）　＜この人に聞く＞
千 宗屋　（せん　そうおく）
武者小路千家家元後嗣
「茶の湯のかたちに見る、日本の美と心」

1月11日（金）　＜社会の進化と深化＞
藤原 和博　（ふじはら　かずひろ）
教育改革実践家

「戦略的「モードチェンジ」のすすめ」

1月17日（木）　＜日本と世界の論点＞
小林 慶一郎　（こばやし　けいいちろう）
慶應義塾大学経済学部 教授

「財政危機と日本経済～将来世代の利益をどう守るか～」

1月29日（火）　＜人を活かす組織＞
相澤 孝夫　（あいざわ　たかお）
社会医療法人財団 慈泉会 理事長、相澤病院 最高経営責任者

「相澤病院の経営改革」

■お問合せ先
●岡山商科大学社会総合研究所
　〒700-8601　岡山市北区津島京町2-10-1
　TEL 086-256-6656（直通）
　FAX 086-252-0642（代表）
●岡山商工会議所　夕学講座担当
　〒700-8556　岡山市北区厚生町3-1-15
　TEL 086-232-2262

　　　　　　　（社会総合研究所）

●開催時間　１８：３０～２０：３０（開場１８：００）
●会　　場　岡山商科大学 地域交流談話室（学生会館2階）
●受 講 料　パスポート券（15回）10,000円
　　　　　　受講券（1回）1,200円

　岡山商科大学では学生の目線に立ったタグラインを決定するため、今
年3月に全教職員にて会議を開催し、最終的に「やりたいことを見つける
幸せ。」と決定しました。これは、学生のみなさんに学びを提供すること
で新しい自分を見つけ、そこから世の中や人のため、地域のため、そして
自分のために「な・に・か」へ挑戦したいと思うことができる学生を育てる
ことです。そして、それをサポートするのが、岡山商科大学です。

「やりたいことを見つける幸せ。」・・・　一人でも多くの学生に4年間の学
生生活で、「やりたいことを見つける幸せ。」をつかんでもらいたいです。

　岡山商科大学では、家計支持者が災害救助法適用地域に在住するなどの事情により、平成30年7月豪雨
等で被災した受験生に対し、受験料及び入学金、並びに1年次前期の授業料、教育充実費及び受託徴収金を
免除する支援制度を定めました。

【対象】災害救助法若しくはこれに準じる法令の適用を受ける災害等により、経済的に修学困難となった者
　①家計支持者が死亡若しくは行方不明である。
　②家計支持者の居住する家屋が全半壊や流出等の損壊等を受けた者。
　③家計支持者が長期療養中若しくは重度の障がいを負っている者。
　④家計支持者が失業するなどして著しい家計急変がある者。

【主な申請書類】
　①災害等による被災支援申請書（本学様式）　②被災状況証明書（罹災証明書、診断書）　③所得証明
詳細につきましては、入試課までお問い合わせ下さい。

推
薦
入
試

学部 試験区分 選考方法 試験日 試験会場 出願期間 出願方法 合格発表日

法学部
経済学部
経営学部

指定校推薦　前期日程（専願） ①授業体験レポート
②グループ面接

10月13日（土） 本学・沖縄 9月10日（月）～10月3日（水）
Web出願

10月19日（金）
指定校推薦　後期日程（専願） 2月22日（金） 本学 1月21日（月）～2月13日（水） 3月1日（金）

専門能力推薦　前期日程（専願） ①授業体験レポート
②グループ面接

10月14日（日）
本学

9月10日（月）～10月3日（水）
Web出願

10月19日（金）
専門能力推薦　後期日程（専願） 2月22日（金） 1月21日（月）～2月13日（水） 3月1日（金）

法学部
経済学部
経営学部

一
般
公
募
制
推
薦

（
併
願
・
浪
人
可
）

前期Ａ日程（併願） ①基礎学力テスト（国語　100点）
②調査書（100点） 11月3日（土・祝） 本学・大阪・鳥取・

松江・広島・福山・
徳島・高松・松山・
高知・小倉　　　　

10月 9日（火）　　
　　～10月24日（水）

Web出願

11月9日（金）
前期Ｂ日程（併願）

① 基礎学力テスト（英語、数学Ⅰ・Ａのうち1科目を
試験当日会場で選択　100点）

②調査書（100点）
11月4日（日）

後期日程（併願）
① 基礎学力テスト（英語、国語、数学Ⅰ・Ａ、小論

文のうち1科目を試験当日会場で選択　100点）
②調査書（100点）

12月8日（土） 本学 11月12日（月）　　
　　～11月28日（水） 12月14日（金）

Ａ
Ｏ
入
試

学部 試験区分 選考方法 試験日 試験会場 出願期間 出願方法 合格発表日
法学部

経済学部
経営学部

第１回ＡＯ（専願・浪人可） 詳細は、本学ホームページ「ＡＯ入試エントリーガイド」をご覧ください。
（第１回～２回の年２回実施。エントリー期間　８月１日（水）～11月2日（金）　【Web受付】第２回ＡＯ（専願・浪人可）

一
般
入
試

学部 試験区分 選考方法 試験日 試験会場 出願期間 出願方法 合格発表日

法学部
経済学部
経営学部

前期Ａ日程
①英語（100点）………・ コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ

2月2日（土） 本学・大阪・鳥取・
松江・広島・福山・
徳島・高松・松山・
高知・小倉　　　　

1月7日（月）　
～1月23日（水）

Web出願

2月8日（金）②選択1科目（100点）… 国語総合（現代文のみ）、世界史Ｂ、日本史Ｂ、現代社会、数学
Ⅰ・Ａ、簿記のうち1科目を試験当日会場で選択

前期Ｂ日程 選択2科目（200点）…・ コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、国語総合（現代文のみ）、世界史Ｂ、日本
史Ｂ、現代社会、数学Ⅰ・Ａ、簿記のうち2科目を試験当日会場で選択 2月3日（日）

中期日程 選択2科目（200点）…・ コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、国語総合（現代文のみ）、世界史Ｂ、日
本史Ｂ、現代社会、数学Ⅰ・Ａのうち2科目を試験当日会場で選択 2月21日（木） 本学 2月4日（月）

～2月13日（水） 3月1日（金）

後期日程
①選択1科目（100点）… コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、国語総合（現代文のみ）、数学Ⅰ・Ａ、

小論文のうち1科目を試験当日会場で選択 3月7日（木） 本学 2月18日（月）
～2月27日（水） 3月15日（金）

②口頭試問

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試

学部 試験区分 入試教科・科目 選考方法 試験日 出　願　期　間 出願方法 合格発表日

法学部
経済学部
経営学部

前期日程 国語、地歴・公民（世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経、
倫・政経から第１解答科目）、数学（数Ⅰ、数Ⅰ・数A、数Ⅱ、数Ⅱ・数B、簿・会、情
報、から1科目）、理科（物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎から2
科目、又は物理、化学、生物、地学から第１解答科目）、外国語[英（リスニ
ングを除く）、独、仏、中、韓から1科目]から２教科を対象とします。
＜注＞ 理科において「基礎」を付した科目は、2科目を選択する必

要があります。

個別試験は実施しません。高得点
２教科を合否判定に使用します。

（400点満点。大学入試センター試
験での配点が100点の科目は200
点に換算します。）

個別試験は行いません

1月7日（月）
～1月23日（水）

Web出願

2月8日（金）

中期日程 2月4日（月）
～2月13日（水） 3月1日（金）

後期日程 2月18日（月）
～3月7日（木） 3月15日（金）

Web出願受付中!
Point.1　入学願書記入不要です。
　　　　　Point.2　24時間出願・支払い可能。
　　　　　　　　　　Point.3　記入漏れの心配なし！

詳しくは岡山商科大学
のホームページを
ご覧ください。


